
平成２９年度

９月補正予算(案)のポイント

平成29年9月5日

①





平成２９年度９月補正予算（案）　　44億9,126万円（一般会計　20億9,944万円）

「中山間地振興」、「働き方改革」、「安心・安全」の３つをキーワードに予算を編成

(単位：千円)

区分
平成２９年度

９月補正予算額
平成２８年度

９月補正予算額
増減額 増減率（％）

一般会計 2,099,440 1,492,012 607,428 40.7

特別会計 2,391,815 2,321,984 69,831 3.0

企業会計 － 244,500 △ 244,500 －

合計 4,491,255 4,058,496 432,759 10.7

※一千万円未満は四捨五入。

一般財源としては、地方交付税、地方特例交付金を財源とした。

平成２９年度９月補正予算(案)のポイント

　一般会計の補正予算の規模は約２１億円。うち、財政調整基金積立金を１９億円計上。

特定財源としては、主に小規模施設スプリンクラー等設備整備事業等に伴う国庫支出金や森林・林業交付
金事業等に伴う県支出金を活用。

　特別会計の補正予算の規模は約２３億９千万円。主な内容は、国民健康保険事業会計で償還金、予備
費等を約７億８千万円、介護保険事業会計で償還金、積立金を約１６億円計上。

１ 予算(案)の規模

２ 予算(案)の財源

（年度）

一般会計９月補正予算額の推移
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（単位：億円）
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38,655 千円

（単位：千円）

金額

1 29,700

2 8,955

　　　　　　　　     　　フェラーバンチャ        自主運行バスの利用イメージ

森林・林業交付金事業
（財源：県補助金　10/10）

高性能林業機械の導入に対する助成
　・助成内容　フェラーバンチャ（伐採機械）１台
　・助 成 先　 市内林業事業体　１事業体
　・補 助 率　 4.5/10

　林業の持続的かつ健全な発展のため、高性能林業機械の導入に対する助成。

　清水区両河内地区の住民の生活路線の維持・確保と利便性の向上に向け、地域住民との協働によ
り自主運行バスの運行を再編。

事業名 主な概要

両河内線自主運行バス運行事業

両河内線自主運行バスの運行を再編
　・再編時期
　　　平成30年4月（予定）
　・再編内容
　　　次ページ【再編内容(案)】【再編後の路線図(案)】のとおり

　　　市民協働のモデルケースとしてNPO法人に運行を
　　　委託
<平成29年度実施内容>
　・運行再編に向けた準備経費
　　　運行準備委託（運転手の習熟訓練等）
　　　停留所・事務所設置
　　　車両購入（10人乗り３台、４人乗り１台）　ほか

３ 主要事業のポイント

(Ⅰ) 中山間地振興
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両河内線自主運行バス運行事業

　【再編内容（案）】

　【再編後の路線図（案）】

凡例

再編路線 バス停

デマンド区間 デマンドバス停

路線バス（三保山の手線）

宍
原
系
統
（

変
更
な
し
）

但沼

車庫前

和田島

大平 板井沢

項 目

委 託 先

運 行 方 法

系 統 数

平日 6時～20時 平日 5時～21時

土日祝 7時～19時
土

(日祝運休)
7時～19時

停 留 所

車 種 中型29人乗りバス 10人乗り自家用普通自動車

平成29年度 平成30年４月から（予定）

しずてつジャストライン NPO法人 清流の里両河内

定時定路線 定時定路線＋デマンド運行

定時7便
デマンド14便

【大平系統】
大平⇔和田島

定時7便
デマンド14便

【板井沢系統】
板井沢⇔和田島

定時34便
【但沼系統】
但沼⇔和田島

9便
【板井沢系統】
板井沢⇔但沼

２系統（大平･板井沢） ３系統（大平･板井沢･但沼）

運 行 便 数
（ 平 日 ）

運 行 時 間

39箇所
定時定路線 39箇所
デマンド専用 34箇所

16便
【大平系統】
大平⇔但沼

※但沼⇔和田島を含む

-3-



10,765 千円

（単位：千円）

金額

1 10,000

2 765
男性の家事参画促進事業
（財源：県補助金　1/2）

プレミアムフライデー推進事業
（財源：国庫補助金　1/2）

　「ワークライフバランス」や「ライフスタイルの向上」を目指し、官民一体となってプレミアムフライデーを
推進するため、イベントや情報発信等を実施。

主な概要

　男性の暮らし方と意識を改革するため、男性の家事参画促進事業を開催。

「静岡市プレミアムフライデー官民推進協議会」と連携
し、イベントや情報発信を実施
　・シンボルイベントの開催
　　  開催日　毎月「月末」の「金曜日」
　・情報発信、普及啓発
　　  ホームページ・新聞広告での広報
　　  啓発グッズの作成・配布など
　・市民意識調査
　　  実施時期　平成30年２月（予定）
　・（仮称）プレミアムフライデーフォーラムの開催
　　　有識者や関係団体等による働き方改革に関する
　　　パネルディスカッションなどの実施

女性の活躍促進事業「しずおか女子きらっ☆」プロジェク
トの一環として、男性の家事参画促進事業「しずおか版
おとう飯（はん）レシピコンテスト」を開催
　　  開催日　平成29年11月24日（金）（予定）
　　  会　 場　学校法人　鈴木学園（葵区七間町）
　　  対象者　市内在住または通勤している男性10人
　※おとう飯（はん）とは
　　 　簡単に、手間を掛けず、多少見た目が悪くても美味
　　　 しければ、それが“おとう飯”（内閣府ＨＰより）

プレミアムフライデー（シンボルイベント）の様子 　　   　　　　 男性の家事参画のイメージ

事業名

(Ⅱ) 働き方改革

-4-



69,796 千円

①　災害への対応・対策 33,661 千円

（単位：千円）

金額

1 24,800

2 8,861

②　教育・子育て 36,135 千円

（単位：千円）

金額

1 36,135

事業名 主な概要

学用品のイメージ

　全児童生徒が等しく義務教育を享受できるよう、新入学児童生徒学用品等の就学援助費を入学前に
支給。

事業名

就学援助費支給事業

就学援助費のうち新入学児童生徒学用品費等を入学前
に支給
　・支給概要
　　 対 象 者　 経済的理由により、学習に必要な費用の

負担が困難な入学予定児童生徒の保護者
 対象者数　約800人（予定）

  　 支給時期　入学前の２月（現在は入学後の７月）
　　 支 給 額　 小学生40,600円、中学生47,400円

    　　林道神沢原線（清水区中河内）の様子

小規模福祉施設スプリンクラー等
設備整備事業費助成
（財源：国庫補助金　10/10）

　福祉施設における防災対策の強化に向けた、グループホームのスプリンクラー整備に対する助成。

林道災害復旧事業
（財源：市債）

主な概要

平成29年８月７日・８日の台風５号により被災した林道
の復旧事業
　・復旧箇所
　　　林道神沢原（かんざわら）線（清水区中河内）
 　　 林道一本杉峠線（葵区横沢）　など12路線

市内の認知症対応型グループホームのスプリンクラー整
備に対する助成
　・助成先　２か所
　　　ジョイクラブ（清水区梅ヶ谷）
　　　ジョイ村松（清水区村松原）
　・補助率　10/10

　台風５号により被災した林道の復旧事業を実施。

(Ⅲ) 安心・安全
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（単位：千円）

金額

1 ―

2 ―

       ＫＥＩＲＩＮグランプリの開催

　　　レースの様子

　ＫＥＩＲＩＮグランプリ2018シリーズの開催に向け、広報宣伝を実施。

事業名 主な概要

静岡競輪場初開催となるＫＥＩＲＩＮグランプリ2018シリー
ズに向けた広報宣伝を実施
　・開催概要
　　  年間のＧＩ優勝者と年間賞金獲得上位者の９名に
　　　より年間王者を決める競輪界最高峰のレース
　　　“ＫＥＩＲＩＮグランプリ”（優勝賞金１億円）のほか、
　　　ガールズグランプリやヤンググランプリなどを開催
　・開催日
　　　平成30年12月28日（金）　ガールズグランプリ ほか
　　　平成30年12月29日（土）　ヤンググランプリ ほか
　　　平成30年12月30日（日）　KEIRINグランプリ ほか
　・事業内容
　　　ポスターデザイン制作
　　　ＰＲアプリの開発、配信
　　　特設ＷＥＢサイト制作、運営、配信
　　　テレビＣＭ制作
　　　カウントダウンボードの設置
　　　　　　　　　　　　　　　　（債務負担行為　37,000千円）

介護保険料コンビニエンスストア
収納代行事業

［介護保険事業会計］

介護保険料のコンビニエンスストア収納代行に向けた
準備を実施
　・開始時期　平成30年６月
　・提供場所　全国のコンビニエンスストア
　　　　　　　　 （市内では約300か所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（債務負担行為　3,057千円）

ＫＥＩＲＩＮグランプリ2018シリーズ
開催業務委託事業

［競輪事業会計］

　市民の利便性向上のため、介護保険料のコンビニエンスストアでの納付に向けた準備を実施。

(Ⅳ) その他
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